
第４回 Ｃ言語勉強会

2015/05/27

問題演習 そのいち

丸山翔平



問題１

１. 設問

２. 解き方のヒント

３. 参考に…

４. 解答例



基礎ー数値の大小判断
• ふたつの数字のうち，どちらが大きいかを判定する

応用ー文字の前後判断
• ふたつのアルファベットのうち，どちらが最初に

来るかを判定する．

１. 設問

一つ目の数値を入力してください
>>15

二つ目の数値を入力してください
>>6

15は6より大きいです

一つ目の数値を入力してください
>>17

二つ目の数値を入力してください
>>17

ふたつの数値は等しいです

差があるとき 差がないとき

一つ目の文字を入力してください
>>D

二つ目の文字を入力してください
>>J

DはJより先に来ます

一つ目の文字を入力してください
>>Y

二つ目の文字を入力してください
>>Y

異なる文字を入力してください



使うC言語の構文は…？
• キーボードからの受取り：scanf("%d", &c1);
• 条件分岐をする：if( 条件式)

• 画面に結果を表示する：printf("%d", c1);

• 変数はいくつ必要か？
• 入力を受け取る分だけ→ char c1, c2;

• いくつに分岐させる必要があるか？
• c1 が c2 より大きいとき

• c2 が c1 より大きいとき

• どちらも同じとき

• 予期しない入力があったとき

２．解き方のヒント

データ型



• 文字のデータの中身
ASCII文字コード（文字に番号を割り当てたもの）

３．参考に…

http://e-words.jp/p/r-ascii.html



数値の大小を判断して，その差も一緒に表示

アルファベットの前後を判断して，その間に
来るアルファベットをすべて表示

（要 繰り返し構文）

簡単に解けちゃった人は

一つ目の数値を入力してください
>>15

二つ目の数値を入力してください
>>6

15は6より9だけ大きいです

一つ目の文字を入力してください
>>D

二つ目の文字を入力してください
>>J

DはJより先に来ます
…DEFHIJ…



４．解答例



基礎ー数値の大小判定

#include <stdio.h>

int main(void){
int c1, c2;

printf("一つ目の数値を入力してね¥n");

scanf("%d", &c1);
printf("二つ目の数値を入力してね¥n");

scanf("%d", &c2);

if(c1 > c2)
printf("%d は %d より大きい¥n", c1, c2);

else if(c1 < c2)

printf("%d は %d より大きい¥n", c2, c1);
else if(c1 == c2)

printf("%d と %d は同じです¥n", c1, c2);

else
printf("error.¥n");

return 0;

}



基礎ー数値の大小判定

if(c1 > c2)

printf(“%d は %d より %d だけ大きい¥n", c1, c2, c1 – c2);

else if(c1 < c2)

printf(“%d は %d より %d だけ大きい¥n", c2, c1, c2 – c2);

else if(c1 == c2)

printf(“%d と %d は同じです¥n", c1, c2);

else

printf("error.¥n");

引数をもう一つとって，計算させてやればOK



応用ー文字の前後判定

#include <stdio.h>

//おまじない

void ArrangeNum(char c1, char c2);

int main(){

char c1, c2, buf;

printf("please enter first character.¥n");

scanf("%c", &c1);

buf = getchar();    //これがないと二文字目をスルーする

printf("enter second character.¥n");

scanf("%c", &c2);

//大文字小文字の判定

if('a' <= c1 && c1 <= 'z' && 'A' <= c2 && c2 <= 'Z')

c1 -= 32;

else if('A' <= c1 && c1 <= 'Z' && 'a' <= c2 && c2 <= 'z')

c2 -= 32;

if(c1 < c2) {

printf("%c appers before %c¥n", c1, c2);

ArrangeNum(c1, c2);

}

else if(c1 > c2){

printf("%c appears after %c¥n", c1, c2);

ArrangeNum(c2, c1);

}

else if(c1 == c2)

printf("%c and %c are the same¥n", c1, c2);

else

printf("error.¥n");

return 0;

}

//文字を羅列する”関数”

void ArrangeNum(char c1, char c2){

int i;

printf("...");

for(i = c1; i <= c2; i++){

printf("%c", i);

}

printf("...¥n");

}



問題演習 ②

2015/05/27

安藤



1から50の間にある奇数を全て足して出来る

数を求めてみよう。

課題 (for文を用いて)



回答例



問題演習 ③

2015/05/27

佐藤



１～１００までの数字を表の様に出力したい

for文を使った応用問題

1)左上から右下に横向き 2)右下から左上に横向き

3)右上から左下に縦向き

それぞれについて

for文を工夫して

結果を出力しよう



1)をどう書けばいいか？

for文を使った応用問題：ヒント

入れ子構造が使えそう

→for文の中にfor文を書く

１～１０，１１～２０...

→規則性がある

for (y = 1; y <= 10; y++){

for (x = 1; x <= 10; x++){

１行目は 0+1  , 0+2  ,…0+10

２行目は 10+1 ,10+2 ,…10+10



まずは１）を問いて見よう

for文を使った応用問題：１）

int main(){
int x, y;
for (y = 1; y <= 10; y++){

for (x = 1; x <= 10; x++){
printf("%3d", (y - 1) * 10 + x);

}
printf("¥n");

}
return 0;

}



まずは１）を問いて見よう

for文を使った応用問題：１）答

int main(){
int x, y;
for (y = 1; y <= 10; y++){

for (x = 1; x <= 10; x++){
printf("%3d", (y - 1) * 10 + x);

}
printf("¥n");

}
return 0;

}

これを少し変えて２）と３）を問いてみよう



２）の解答

応用問題：答２）、３）

for (y = 10; y >= 1; y--){
for (x = 10; x >= 1; x--){

printf(“%3d", (y - 1) * 10 + x);
}
printf("¥n");

}

for (y = 1; y <= 10; y++){
for (x = 10; x >= 1; x--){

printf("%3d", (x - 1) * 10 + y);
}
printf("¥n");

}

３）の解答



加納 徹

問題演習 ④
コラッツの問題

2015/05/27



任意の自然数 𝑛 に対して、以下の操作を繰り返す。

𝑛 が偶数の場合、𝑛 を 2 で割る。

𝑛 が奇数の場合、𝑛 に 3 をかけて 1 を足す。

コラッツ予想：

上述の操作に対して、どのような初期値 𝑛 を与えても、

有限回の試行で 1 → 4 → 2 → 1 のループに陥る。

コラッツの問題

{



while (条件式) {

繰り返したい内容;

}

while文

条件式を満たす間、繰り返しを行う文法

● 繰り返し回数がわからないとき

● 特別な条件で終了させたいとき



while文

#include <stdio.h>

int main(void) {

int sum = 0, n;

while (sum <= 10) {

printf("数値を入力して下さい。¥n");

scanf("%d", &n);

sum = sum + n;

printf("現在の値は %d です。¥n", sum);

}

printf("合計が 10 を超えました。¥n");

return 0;

}



問題１

コラッツの問題において、50未満の自然数 𝑛 が

1 に到達するまでに要したステップ数を表示し、

最もステップ数が多かった数字を調べなさい。

問題２

100 万未満の自然数 𝑛 について、検証しなさい。

問題



ソースコード例

#include <stdio.h>

int main(void) {
int n, count = 0;

printf("n の値を入力して下さい。¥n");
scanf("%d", &n);

while (n != 1) {
if (n % 2 == 0) {

n = n / 2;
} else {

n = n * 3 + 1;
}
count++;

}
printf(“ステップ数は %d です。¥n", count);

return 0;
}

b 偶数なら 2で割る

c 奇数なら 3を乗じて 1を足す

a 𝑛 が 1でない間繰り返す



終わり


